
第６回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和６年６月２１日（金曜）    午後１時３０分 開会 

休 憩 13:38-14:00 14:05-14:11 14:13-14:30 14:48-49 

                  午後２時５６分 閉会 

会議場所  ３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  渡辺洋一郎 委 員 中村 和宏  

副委員長 立川 美穂 委 員 中田智惠子  

委 員  正村紀美子 委 員 鈴木 健充  

委 員  木村 淳彦  議 長 梶澤 幸治 

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 竹川 恭史 総務係主査 上田瑞紀 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議員自己評価制度の改正案について        当日資料１ 

イ 議会活性化計画書の改正案について        当日資料２ 

ウ 議会白書の改正案について            当日資料３ 

エ Ｒ６議会活性化計画主要事業の一部改正案について   資料４ 

オ 白樺高校との包括連携協定事業案について       資料５ 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

令和６年 月  日（  曜）   時   分 

（２）その他 

 

                                       

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議員自己評価制度の改正について  当日資料１ 

  ・立川副委員長：第３回議会運営委員会（５月23日開催）から改正作業をスタート

し、この後の調査事項「イ」・「ウ」と共に、全員協議会での協議を並行しながら取

り組んできた事項であり、改正案の最終形として協議願いたい。これまでとの変



更点は「３：改正のポイント」の１点目として、「（１）議会基本条例に対する議員

評価であり、条例改正の必要性の有無の点検を目的とする。」を加えた。なお、具

体的な様式については、評価時期である来年１月の前（11～12月）に改めて協議

し、決定したい。なお、参考資料として「留萌市議会の検証シート」を添付したの

でイメージとして御覧いただきたい。 

  ・委員長：意見・質疑はないか？ 

  ・木村委員：これまでは、各議員がそれぞれの視点で、議会基本条例の条項に基づ

き、１年間の行動評価をする行為を「自己評価」としてきたと解釈するが、今回の

改正案では、その行為を「議会基本条例の検証」に見直すという捉えで良いか？こ

れまでは、そのような説明は一度もされていないが、改正の趣旨は、全議員が共通

認識を図られるように明確すべきでないか？ 

  ・委員長：そもそも、今回の「自己評価の改正」の主たる目的は、ＨＯＰＳ（北海道

大学公共政策大学院）からの提言に基づき、わかりやすい「評価」とすることがひ

とつ。それと合わせて、議員にとっての「自己評価」の定義を改めて整理し、明確

にしようとすることである。そのため、「自己評価」の定義を議会基本条例で置き

換えると「第10条（議会の自己評価）」になっていた拠り所を「第31条（条例目的

達成の検証）」に整理し、これを「自己評価」として共通認識を図ろうとするもの

である。 

  ・木村委員：趣旨は理解する。その考えを資料に明確にする必要があるのではない

か？ 

  ・委員長：「３：改正のポイント」の（１）を次のとおり、新たに二つに変更するこ

とを提案する。一つは、「『自己評価』の趣旨を『条例の評価・検証』とする。」と

し、二つ目は自己評価の拠り所を「『議会基本条例第10条（議会の自己評価）』から

『第31条（条例目的達成の検証）』に改正すること。」として明記したい。意見・質

疑はないか？ 

  ・（意見・質疑なし） 

  ・委員長：説明のとおり議運案として決定することに異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：決定する。なお、次回全員協議会（６月28日開催予定）で共有する。 

 

イ 議会活性化計画書の改正について  当日資料２ 

・立川副委員長：調査事項「ア」と同様に、改正案の最終形として協議願いたい。な

お、具体的な様式については、参考資料として「ＨＯＰＳ提案の政策課題様式」を

添付したので、イメージとして御覧いただきたい。また、この様式は、今年度（令

和６年度）から適用することとしたく、併せて協議いただきたい。 

  ・委員長：意見・質疑はないか？ 

  ・（意見・質疑なし） 

  ・委員長：説明のとおり議運案として決定することに異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：決定する。なお、調査事項「ア」と同様に、次回全員協議会（６月28日開



催予定）で共有する。 

 

ウ 議会白書の改正について  当日資料３－１・３－２ 

・立川副委員長：調査事項「ア」「イ」と並行して協議・検討してきた事項だが、議

会白書については、改正版を協議願いたい。「芽室町議会白書作成要領」では第３

条に「毎年６月に発行するものとする。」と規定していることから、本日の協議を

踏まえて、次回全員協議会で協議し、共通認識を図った後に発行したい。 

  ・委員長：意見・質疑はないか？ 

・中田委員：前回の全員協議会で、今回廃止しようとする「任期版」にしか掲載され

ていない情報もあったと記憶しているが、今回の改正案では、その情報も網羅さ

れていることから、案のとおり発行することに異議はない。 

  ・委員長：他にないか？ 

  ・（意見・質疑なし） 

  ・委員長：説明のとおり議運案として決定することに異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：決定する。なお、調査事項「ア」「イ」と同様に、次回全員協議会（６月

28日開催予定）で共有する。 

 

エ 議会活性化計画主要事業の一部改正について  資料４ 

・立川副委員長：第４回全員協議会（６月 13日開催）で共通認識を図った２つの事

項を踏まえて、年度当初に決定した「活性化計画主要事業」を一部改正することを

協議したい。改正事項は、２ページ「５：多様な議員のなり手実現に向けた検証」

として「『議員定数と報酬の見直し』の協議、検討」と「『（仮称）議会ハラスメ

ント防止条例』制定に向けた調査・研究」である。具体的には、資料の最後のペー

ジの「進捗行程表」に朱書としたので参照いただきたい。 

  ・委員長：意見・質疑はないか？ 

  ・（意見・質疑なし） 

  ・委員長：説明のとおり議運案として決定することに異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：決定する。なお、次回全員協議会（６月28日開催予定）で共有する。 

 

オ 白樺高校との包括連携協定事業について  資料５ 

・立川副委員長：今年度の事業概要について、去る６月５日に正副委員長が白樺高校

に出向き、担当教諭と協議した結果を協議したい（「１：目的」「２：根拠」「３：

概要」説明）。 

  ・委員長：意見・質疑はないか？ 

  ・正村委員：事業終了後の生徒へのアンケートについては、学校側で用意したものを

実施することか？ 

  ・委員長：議会側からの設問によるアンケートであり、議会としての事業目的の評価

にしたい考えである。 



・中村委員：１学年・３学年共通か？ 

・委員長：先方とは、そのような方向で協議している。 

・中村委員：学年によって、事業趣旨が異なるため、アンケートの設問も区分が必要

であり、生徒たちにとって、簡易的で負担感が少ないものにすべきと考える。 

・委員長：提案のとおり取り組む。 

・中田委員：当該事業は、事業目的から推察すると「政策に反映できる」ものとなる

のだろうか？これまでの事業内容からは、少し難しい感じが否めないと感じるが

いかがか。 

・委員長：「可能な範囲で」として、取り組んでいきたい。 

・木村委員：昨年、参加した感想としては、事業が一過性となっている実態が際立

ち、発展的な事業効果につながっていないと感じたことが率直な思いである。 

・正村委員：議会側にとって「授業の手伝い」ではなく、「議会活動への反映」とな

るように検討すべきと考える。 

・委員長：意見として伺う。他に意見・質疑はないか？ 

  ・（意見・質疑なし） 

  ・委員長：説明のとおり議運案として決定することに異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：今後、時期が近くなってきたら、先方と詳細を詰めるとともに、並行して、

議会内でも共有と協議を重ね、実施に向けて取り組んでいくことで決定する。 

 

・委員長：お諮りする。当日追加として「2024マニフェスト大賞のエントリーにつ

いて」を調査事項としたい。異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：決定する。資料をクラウドに保存するので少しの時間休憩する。 

・（休憩） 

・委員長：休憩を取り消し、委員会を再開する。 

 

カ 2024マニフェスト大賞のエントリーについて  当日資料６ 

・立川副委員長：今年度もエントリーすることについて共有したい。７月末が応募期

限。詳細は正副に一任いただきたい。 

  ・委員長：議会改革部門で応募したい。意見・質疑はないか？ 

  ・木村委員：そもそも、エントリーする目的と理由は？ 

  ・立川副委員長：１年の議会活動について、本町議会の外部評価を受け、客観的な視

点で振り返り、今後の議会活動につなげていくことが目的であり、かつ、エントリ

ーの理由である。 

  ・委員長：他にないか？ 

  ・（意見・質疑なし） 

  ・委員長：説明のとおり議運案として決定することに異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：決定する。 



 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  

・７月４日（木）午後１時30分 

 

（２）その他 

・ 委員長：「その他」で委員からないか？ 

・ （なし） 

・ 委員長：議長からないか？ 

・ （なし） 

・ 委員長：事務局からないか？ 

・ （なし） 

・ 委員長：以上で終了する。 

 

                    以上をもって議会運営委員会を閉会する。 

 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 １名 合計 １名 

  

令和６年６月２１日 

議会運営委員会 委員長 渡辺 洋一郎 

 

 


